
福
沢
諭
吉

の
四
等
漢
語

に

つ
い
て

第

一
節

明
治
初
期
に
お
け
る
四
字
漢
語
の
使
用

今
か
ら
お
よ
そ
百
二
十
年
前
の
日
本
は
'
長
く
続
い
た
江
戸
帯

府
に
よ
る
封
建
制
度
が
崩
壊
し
､
文
明
開
化
の
液
が

1
気
に
押
し

寄
せ
､
西
洋
の
文
化
が
大
量
に
流
れ
込
み
､
世
の
中
が
大
き
-
餐

わ
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ

っ
た
｡

こ
う
し
た
文
明
開
化
は
､
言
葉
の
上
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
｡

そ
の

i
つ
に
漢
語
の
大
流
行
が
あ
る
｡

明
治
初
期
に
お
け
る
漠
譜
の
流
行
の
実
状
は
､
例
え
ば
､

｢
郡

部
新
聞
｣

(
明
治
元
年
五
月
創
刊
)
の
次
の
記
事
に
よ

っ
て
も
察

知
さ
れ
る
0

此
頃
鴨
東
ノ
芸
妓
､
少
女

二
重
ル
マ
デ
､
専
ラ
供
語
ヲ
ツ
カ

フ
｢
ヲ
好
-
'
霧
雨
二
盆
地
ノ
金
魚
ガ
脱
走
シ
､
火
鉢
ガ
因

循
シ
テ
ヰ
ル
ナ
ド
､
何
ノ
ワ
串
マ
へ
モ
ナ
ク
イ
ヒ
合
フ
｢
ト

ナ
レ
リ
｡
又

ハ
客
二
速
フ
テ
此
間
ノ
金
策
ノ
事
件
二
付
建
白

ノ
御
返
答
ナ
キ
ハ
如
何
カ
'
ナ
ド
実

二
間
二
堰

へ
ザ
ル
｢
也
｡

ま
た
'
石
井
研
堂
氏
が
､

明
治
維
新
後
､
日
常
の
会
話
に
､
漢
語
を
使
ふ
こ
と
の
大
流

行
を
見
L
は
､
奇
な
る
現
象
な
り
O
恩
ふ
に
､
こ
れ
維
新
の

風
雲
に
際
会
し
て
俄
に
接
頭
せ
る
官
吏
は
'
多
く
月
落
ち
烏

新

井

純

子

時
い
て
約
番
生
畑
よ
り
出
で
し
人
々
で
あ
り
､
そ
の
人
々
の

使
用
語
が
､
優
越
譜
槙
準
と
認
め
ら
れ
､
そ
れ
を
真
似
る
の

が
天
下

一
般
の
維
新
色
を
発
揮
せ
L
に
非
ざ
る
か
-
漢
語
の

流
行
は
､

1
年
ま
L
に
盛
ん
に
な
り
･･･

(
｢
明
治
事
物
超
源
｣

昭
和
十
九
年
刊
)

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
ほ
か
､
宮
武
外
骨
氏
は
､

明
治
の
初
期
は
四
字
漢
語
の
時
代
で
あ

っ
た
､
官
衝
の
布
告

布
達
で
も
､
民
間
の
新
聞
雑
誌
で
も
好
ん
で
四
字
漢
語
を
用

0
0

い
た
'
法
律
の
語
な
ど
に
も
､
そ
れ
が
多
か

っ
た
､
と
雨
花

O
O

先
生
の
お
は
な
し
を
承
り
､
そ
れ
を
調
べ
て
見
て
成
程
と
朝

い
た

尊
王
嬢
爽

開
港
佐
帯

公
武
合
体

大
鶴
名
分

王
政
復
古

大
政
奉
遷

明
治

1
新

廃
港
匿
県

文
明
開
化

自
由
平
等

民
選
議
院

君
民
同
治

信
教
自
由

神
仏
混
酒

曹
弊
頑
固

因
循
姑
息

肉
食
妻
帯

利
用
厚
生

権
利
義
務

公
明
正
大

人
才
登
用

不
同
独
立

新
政
博
徒

民
権
自
由

三
権
分
立

朝
令
暮
改

な
ど

一
々
挙
げ
れ
ば

マ
ダ
沢
山
あ
る
､
又
法
律
譜
も
蕃
刑
法

に
は
四
字
漢
語
が
多
か

っ
た

有
心
政
道

(故
意
)

銅
価
免
除

(時
効
)

数
罪
倶
発

(
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併
合
罪
)

再
犯
加
雷

(
累
犯
)

殴
打
創
傷

(傷
普
)

家
資
分
散

(破
産
)

こ
れ
も
算

へ
立
て
れ
ば

マ
グ
十
数
語
あ
る

と
'
数
多
く
の
四
字
漢
語
を
列
挙
し
て
､
明
治
初
期
を

｢
四
字
漢

語
の
時
代
｣
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
学
者
だ
け
で
な
く
'
芸
妓
や
舞
子
ま
で
が
使
用

す
る
ほ
ど
､
当
時
は
洩
語
が
流
行
し
て
い
た
と
い
う
｡
し
か
し
な

が
ら
､

一
般
の
人
々
の
間
に
理
解
の
実
が
伴

っ
て
い
た
か
と
い
う

点
は
か
な
り
疑
問
で
あ
る
｡

1
万
､
当
時
､
識
者
た
ち
の
間
に
は
､
漢
字
の
弊
賓
を
め
ぐ

っ

て
種
々
の
議
論
が
さ
れ
て
い
た
｡
例
え
ば
'
前
島
密
は
､
慶
応
二

年
十
二
月
に
､

｢
漢
字
御
廃
止
之
儀
｣
を
将
軍
徳
川
鷹
番
に
建
議

し
て
､
漢
字
全
廃
論
を
唱
え
､
西
周
は
､

｢
明
六
雑
誌
｣
第

一
号

(
明
治
七
年
)
に
'

｢
洋
字
ヲ
以
テ
国
語
ヲ
審

ス
ル
ノ
諭
｣
を
発

表
し
､

ロ
ー
マ
字
採
用
の
十
利
と
三
者
を
論
じ
て
い
る
｡

ま
た
､
福
沢
諭
吉
は
､

l

日
本
に
仮
名
の
文
字
あ
り
な
が
ら
漢
字
を
交

へ
用
る
は

甚
だ
不
都
合
な
れ
ど
も
､
-
今
俄
に
こ
れ
を
廃
せ
ん
と

す
る
も
亦
不
都
合
な
り
｡

一

時
節
を
待

つ
と
て
唯
事
を
空
ふ
し
て
待

つ
可
善
に
も
非

ざ
れ
ば
､
今
よ
り
次
第
に
漢
字
を
廃
す
る
の
用
意
専

1

な
る
可
し
｡
其
用
意
と
は
文
章
を
書
-
に
'
む
づ
か
し

き
漢
字
を
ば
成
る
丈
け
用
ひ
ざ
る
や
う
心
掛
る
こ
と
な

り
｡
む
づ
か
し
き
字
を
さ

へ
用
ひ
ざ
れ
ば
､
漢
字
の
数

は
二
千
か
三
千
に
て
沢
山
な
る
可
し
｡

(
｢
文
字
之
教
｣
嫡
蓉

明
治
六
年
)

と
述
べ
'
漢
字
を
廃
止
し
て
い
-
準
備
と
し
て
､
難
し
い
漢
字
を

な
る
べ
-
使
わ
な
い
こ
と
を
提
案
し
､
難
し
い
字
を
使
わ
な
け
れ

ば
'
漢
字
の
数
は
二
千
か
三
千

で
沢
山
だ
と
､
漢
字
の
節
限
論
を

唱
え
て
い
る
｡

本
稿
で
は
'
右
に
記
し
た
よ
う
に
､
漢
語
が
氾
渡
し
､
四
字
洩

譜
が
流
行
し
た
明
治
初
期
に
お
い
て
､
淡
字
節
限
論
を
唱
え
る
福

沢
翰
苦
が
'
ど
の
よ
う
な
四
字
棋
譜
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い

た
の
か
､
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
と
慮
う
｡

第
二
節

福
沢
翰
書
の
四
字
漢
語
使
用

(
こ

四
字
漢
語
便
周
の
実
態

次
の
表
は
､
福
沢
と
当
時
の
代
表
的
啓
蒙
家
た
ち
と
の
四
字
成

語
使
用
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡
な
お
､
表
中
の

〓

貢
｣

と
は
､
D
～
-
の
底
本

｢
明
治
啓
蒙
思
想
集
｣

(
｢
明
治
文
学
全

集
｣
第
八
巻
筑
摩
書
房
)
に
よ
る
｡
A
～
C

(底
本

｢
福
沢
諭
吉

全
集
｣
第

7
巻
第
二
巻
岩
波
番
店
)
､
K

(底
本
岩
波
文
庫
第

一

巻
)
も
､
そ
れ
に
従
い
換
算
し
て
示
し
た
｡

調
査
資
料

A

福
沢
諭
吉

西
洋
事
情
初
編

慶
応
2

B

同

右

学
問
の
す
す
め

明
治
5
-
9

C

同

右

文
明
論
之
概
略

明
治

8
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D

西

周

E

津
田
貴
通

F

杉
幸
二

I H G

箕 加 森
作 藤 有
麟 弘 穏
祥 之

1

中
村
正
直

K

久
米
邦
武

｢
百

7
所
論
｣

明
治
7

｢
明
六
雑
誌
｣
所
収
論
文

明
治

7

～
8

｢
明

六

雑
誌
｣
所
収
論
文

明
治

7
～
8

｢
航

魯紀
行
｣

慶
応
2

｢
国
鱒
新
論
｣

明
治
7

｢
明
六
雑
誌
｣
所
収
論
文

｢
国
政
挿
奨
ノ
論
｣

明
治

7
-

8｢
明
六
雑
誌
｣
所
収
論
文

明
治

7
､′-
8

｢
米
欧

回
覧
実
記
｣
第
三
､
四
巻

(》-頁当り ②一貫当り ③-貢当りの異

の異なり の延べ なり語一語の

語数 語 数 平均使用度数

A 4.7 6.9 1.47

ら T.2 ll.1 1,54

C 8.6 14.0 1.63

D 5.8 6.4 1.10

E ll.4 13.3 1.17

ド 8.1 8.9 1.10

G 3.6 3.9 1.08

H 10.4 32.2 3.10

Ⅰ 6.0 6.6 1.10

J 7.6 LL3 1.09

冗 7.7 8.0 1.04
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明
治
11

1
貢
当
り
の
異
な
り
語
数

で
は
'
十

一
作
品
中
､
A
が
十
位
､

B
が
七
位
､
C
が
三
位
と
､
C
を
除
け
ば
福
沢
の
作
品
は
､
他
氏

と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

いが
､

1
頁
当
り
の
延
べ
語
数
を
見

る
と
､
A
が
八
位
､
B
が
四
位
､

C
が
二
位
と
'
い
ず
れ
も
順
位

が
上
が

っ
て
お
り
､
使
用
度

(
延
べ
)
の
多
さ
を
示
し
て
い
る
｡

③
は

②
を
①
で
割

っ
た
も
の
で
､

1
寅
に
お
け
る
異
な
り
語

!

語
の

7
五
当
り
の
平
均
使
用
度
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
'
こ
れ

で
み
て
も
､
H
が
三

･
一
〇
と
圧
倒
的
に
多
い
の
を
除
け
ば
､
福

沢
の
三
作
品
が
､
他
氏
の
数
字
を
か
な
り
上
回

っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
0

つ
ま
り
'
福
沢
は
四
字
漢
語
の
種
塀
を
あ
る
程
度
限
定

し
て
､
そ
れ
ら
を
回
数
を
重
ね
て
使
周
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
｡

ま
た
､
他
氏
の
四
字
漢
語
の
中
に
は
､

｢
検
知
明
菜
｣

(
E
)

｢
雑
居
願
幽
｣

(
E
)

｢
蹴
僻
鳳
風
｣

(
D
)

｢
製
硝
製
織
｣

(

G
)
な
ど
､
難
解
な
も
の
が
数
多
く
見
う
け
ら
れ
る
の
に
対
し
､

福
沢
の
四
字
漢
語
は
､

｢
一
身

一
家
｣

｢
公
明
正
大
｣

｢
大
同
小

異
｣
な
ど
､
平
易
な
漢
字
で
で
き
て
い
る
も
の
が
多
く
､
読
ん
で

す
ぐ
に
意
味
が
わ
か
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
｡

つ
ま
り
､
福
沢
は
､
明
治
初
期
の
三
作
品
に
お
い
て
､
平
易
な

漢
字
を
用
い
､
壌
字
の
数
を
あ
る
程
度
限
定
し
た
上
で
多
く
の
四

字
漢
語
を
用
い
て
お
り
､
自
ら
漢
字
節
減
諭
を
実
践
し
て
い
る
と

も
言
え
よ
う
｡



(
二
)

福
沢
諭
告
の
四
字
襖
語
の
特
徴

福
沢
の
使
用
し
た
四
字
漢
語
に
は
､
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る

の
か
見
て
い
き
た
い
｡

(
-
)

構
成
パ
タ
ー
ン

ま
ず
'

1
字

1
字
の
漢
字
が
､
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
四
字

洩
語
を
構
成
し
て
い
る
か
を
､
野
村
雅
昭
氏
が

｢
四
字
洪
語
の
構

造
｣

(国
立
国
語
研
究
所
報
告
6
8

『
電
子
計
算
機
に
よ
る
国
語

研
究
Ⅶ
』
昭
和
五
十
年
刊
所
収
)
の
中
で
行

っ
て
い
る
分
類
方
法

∧
注
∨
に
基
い
て
調
査
し
た
も
の
が
､
次
の
下
段
の
表
で
あ
る
｡

こ
の
表
で
見
る
と
､
福
沢
の
使
周
し
た
四
字
漢
語
は
､
Ⅰ
型

(

〇
十
〇
)
+

(○

+
○
)
､

つ
ま
り
､
1
1字
+
1
1字
で
構
成
さ
れ

た
も
の
が
､
異
な
り
で

二
二
九
五
語
と
'
全
体
の
九
八

二

1%
を

も
占
め
て
い
る
が
､
他
の
啓
費
家
に
お
い
て
は
'
異
な
り
で
九
九

･
〇
%
､
延
べ
で
九
九

･
1
%
と
'
福
沢
よ
り
も
さ
ら
に
-
型
の

占
め
る
割
合
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
｡

福
沢
の
非
-
型
は
二
%
に
満
た
な
い
が
'
そ
の
揖
別
と
例
語
は

次
の
通
り
で
あ
る

(
(

)
内
は
使
用
度
数
を
示
す
)
0

①

(
(○
+
○
)
+
○
)
十
〇
型

十
七
例

＼ ＼ ､ 福沢胞曽 他の啓柴家 久雑邦武異なり 延べ 展なり 延べ 異なり 薙ペ

＼ ＼､ー 繕敗 訂票数 桔歓 招致 招致 指数

Ⅰ型 (〇十〇)+(〇十〇) 1395 2174 482 758 89 92
98.2は 96.15% 99.0% 99.1% 96.7% 96.8%

非∫型 ① I(〇十〇)十〇1十〇 171.20 672.96 10.2 10.1

LO+(0+0)I+0

② 0+((0+O)+Oj 18.2 20.3

〇十lO十(〇十〇);

③ (0.0)+(○+○) 20,14 20.09

f(0.0)+Ol+0 10.2 10.1

(0+0)+(0 .0)

㊨ (〇十〇十〇十〇)I 8 18 2 8 8 3
0.42 0.8D 0.4 0,4 3,3 3.2

汁 1120 2264 487 765 92 95
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開
化
者
流

(
-
)

改
革
者
流

(
3
)

漢
儒
者
流

(
1
)

国
学
着
流
(
2

)

被
治
者
流

(
3
)

皇
学
者
流

(
4
)

神
仏
者
流

(
-
)

洋
学
着
流

(
6
)

漢
学
着
流
(

3
)

古
学
着
流
(

4
)

西
洋
家
流
(

-
)

合
衆
国
中
(

2
)

合
衆

国
内

(
2
)

人
力
車
中

(
-
)

日
本
国
人

(
2
)

日
本
国
内

(
4
)

③

(〇

･
〇
)
+

(〇
十
〇
)
型

二
例

英
仏
商
社

(
-
)

新

旧
約
番

(
-
)

④

(〇
十
〇
十
〇
十
〇
)
型

六
例

加
減
乗
除

(
5
)

喜
怒
哀
楽

(
2
)

山
沢
河
海

(
-
)

士
農
工
商

(
6
)

日
本
国
中

(
27
)

金
銀
鋼
鉄

(
2
)

耳
目
鼻
口

(
3
)

右
以
外
の
型
に
は
該
当
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
｡
①

(
(〇
十
〇
)



十
〇
}
十
〇
型
の
中
に
は
､

｢
開
化
着
流
｣

｢
改
革
着
流
｣
等
の

｢
～
着
流
｣
と
い
う
表
現
が
数
多
く
み
ら
れ
る
が
､
こ
れ
は
､
福

沢

の
〃
レ
ッ
テ
ル
〟
を
貼

っ
て
わ
か
り
易
-
し
よ
う
と
す
る
意
図

を
示
す

も
の
で
あ
ろ

う
｡

こ
の
よ
う
に
､
福
沢
の
用
い
た
四
字
漢
語
は
､
そ
の
九
八
%
以

上
が
､
Ⅰ
型

(〇
十
〇
)
+

(
〇
十
〇
)
で
あ
る
｡
そ
れ
で
は
'

そ
の
Ⅰ
型
の
四
字
漢
語
に
は
ど
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
｡(

2
)

Ⅰ
型

(〇
十

〇
)
+

(
〇
十
〇
)
の
特
徴

(
ア
)

前
後
入
れ
替

え

ま
ず
目
に
つ
く
も
の
は
'
安
全
幸
福

･
幸
福
安
全
の
よ
う
に
､

前
後
の
二
字
淡
語
を
入
れ
替
え
て
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
O

こ
の
使
用
塵
は
､
次
の
通
り
で
あ
る

(

〇
内
は
%
を
示
す
)

で
は
'
異
な
り
語
数
､
延
べ
語
数
と
も
B

｢
学
問
の
す
ゝ
め
｣
に

多
く
見
ら
れ
る
｡

こ
れ
ら
は
､
す
べ
て
二
字
漢
語
同
士
の
並
列
に
よ

っ
て
出
来
て

い
る
も
の
で
'
前
後
を
入
れ
替
え
て
も
ほ
と
ん
ど
意
味
が
変
わ
ら

な
い
も
の
で
あ
る
｡
そ
g
中
に
は
'
作
品
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら

れ
て
い
る
も
の
が
次
の
六
例
見
ら
れ
る
｡

安
全
幸
福

(
A
l
)

工
夫
発
明

(
B
l
)

言
語
風
俗

(
C
3
)

尽
忠
報
国

(
B
2
)

地
理
歴
史

(
B
l
)

病
院
貧
院

(
A
2
)

-
幸
福
安
全

-
発
明
工
夫

-
風
俗
言
語

-
報
国
尽
忠

-
歴
史
地
理

-
宜
院
病
院

(
c
l
)

(
C
l
)

(
A
l
)

(
A
I
C
l
)

(
A
l
)

(
c
l
)

46

A 9 12
(4.2) ( 3. 9)

a 25 61
(6.5) (10.2)

C 37 77

(4.4) (5.6)

A 52 150

tC ( 3.6) (6.6)

D 20 38

l∫ (4.1) (5.0)

ま
た
､
例
え
ば
､

i
家

7
身

の
よ
う
に
､
同

1

軽
重
大
小

公
智
公
徳

習
慣
風
俗

尽
忠
報
国

(
c
l
)
-
1
身

1
家

(
B
7
C
2
)

作
品
中
に
併
用
さ
れ
て
い
る
も
の
､

(
4
)
1
大
小
軽
重

(
4
)

(
2
)
-
公
徳
公
智

(
2
)

(
2
)
I
風
俗
習
慣

(
2
)

(
2
)
-
報
国
尽
忠

(
2
)

こ
れ
に
よ
る
と
'
他
の
啓
蒙
家
と
大
差
な
い
が
'
異
な
り
語
数
､

延
べ
語
数
と
も
や
や
福
沢
の
方
が
多
い
｡
又
､
福
沢
の
作
品
の
申

の
よ
う
に
､
そ
れ
ぞ
れ
同
数
ず

つ
用
い
ら
れ
､

定
着
せ
ず
揺
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
｡

7
身

1
家

(
9
)
∨

一
家

f
身

(
-
)

1
心

1
向

(
6
)
>

7
向

i
心

(
2
)

上
下
食
膳

(
7
)
∨
食
膳
上
下

(
3
)

ど

っ
ち
着
か
ず
で



自
主
白
H由

百
姓
町
人

停
滞
不
況

不
濁
独
立

軍
関
野
蛮

(
6
)
∨
自
由
自
主

(
-
)

(
旧
)
>
町
人
百
姓

(
2
)

(
4
)
∨
不
流
停
滞

(
-
)

(
9
)

>
独
立
不
碍

(
1
)

(
6
)

∨
野
蛮
半
開

(
-
)

な
ど
は
'
数
の
上
か
ら

見
て
､
定
着
し

っ
つ

あ
る
も
の
､
あ
る
い

は
語
調
が
良
-
､
使
い
易
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

語
に
よ

っ
て
､
か
な
り
の
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､

当
時
は
こ
の
よ
う
に
､
揺
れ
の
あ
る
四
字
漢
語
が
数
多
く
存
在
し

て
お
り
'
福
沢
は
､
そ
れ
を
ど
ち
ら
か

一
方
に
決
め
て
し
ま
う
こ

と
を
せ
ず
に
､
そ
の
時
の
文
の
流
れ
や
'
語
調
の
良
い
方
を
選
ぶ

な
ど
､
双
方
を
併
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
ま

た
'
こ
の
表
現
に
は
､
前
後
を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
も
だ
い
ぶ
印

象
が
変
わ
る
の
で
､
漢
字
の
数
を
増
や
さ
ず
に
'
文
葺
に
変
化
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
も
伏
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
｡ハ

イ
)

1
宇
目
三
宇
目
の
同
字
反
復

(
口

a
+
D
b
)

福
沢
の
四
字
漢
語
の
中
に
は
､
同
字
反
復
表

現
が
数
多
く
見
ら

れ
る
が
'
そ
の
中
で
も

一
字
日
と
三
寧
日
が
同
字
で
あ
る
も
の
が

目
立

つ
｡

(

(

)内
は
､
%
を
示
す
)

下
右
の
表
で
見
る
と
､
こ
の
表
現
は
､
地
氏
の
作
品
と
比
べ
て
も
､

倍
用
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
｡
福
沢
の
作
品
間
で
み
る
と
'
B

｢
学
問
の
す

､
め
｣
に
多
い
｡

男 延

A 5 6

(2.3) (1.9)

B 37 66

(9.6) (ll.0)

C 67 95

(8.1) (6.9)

A 99 167

lC (6.9) (7.3)

D 23 25

l∫ (4.7) (3.3)

K 4 4

□

a
+
□
b
表
現
に
は
､
次
の
も
の
が
あ
る
｡

- 口

無 無学 為無 頼術 智 用例

朝 心 身 州 市 家 厘 父 時 事

夕 同 家 郡 邑 身 毛 母 処 物
C C B B B CC C B B C B

2 1無 無気 為無 無力 禄 1 1 7 11 1 2 1 2 2

C C C C
2 5 2 3

通 進 身 州 種 心 科 利 府 字

絶 退 己 国 族 向 学 得 省 句
BC A A C C C C BC Ⅰ∋ B
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大 良 不 至 無

大 大 自 白 白 不 不 不 不 至 至 至 至 至 無 無 無 無 無 無
仏 山 由 主 菜 徳 智 正 正 文 大 尊 困 洪 智 知 政 言 形 君
大 大 自 白 白 不 不 不 不 至 至 至 至 至 無 無 無 無 無 無
鐘 沢 主 由 得 才 徳 便 公 明 垂 強 難 寛 勇 術 法 情 体 政
CC C B B C B B C C B C C C C C B B B C

l l大 1 2 1 3 1 3 1不 不 不 不 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1

C C C
4 3 2

自 白 至 至 至 至 重 無 無 無 無 撫 無

大 白 日 不 不 不 不 至 至 至 至 至 無 無 無 無 無 無
雨 在 戟 明 詐 徳 実 利 難 洪 美 平 力 徳 学 学 能 限
C B A B C C B C C C C C B B C B B C

軽 狂 甚 閑 競 所 再 負 公 同 育

軽 狂 甚 開 賎 釈 再 最 公 同 同 有 有
信 詩 暑 莱 冒 見 -- 愚 管 等 位 力 形
軽 狂 甚 開 鶴 所 再 最 公 同 同 有 有

疑 文 餐 店 千 聞 四 晒 ■ 権 等 智 限
B C C B B C B C C C Bノ C C

1 1 1 1 1 1所 1再 1最 2公 1 2回 l l育美 翠 天 多 粗
得 上 級 徳 塗 響

共 辛 天 多 粗
釈 再 最 公 同 育
費 美 上 管 蛋 徳

脂 解 災 aコ言 衣 C C C C B C

美負B5 辛知a1 天畢C1 多舵B1 粗食B1 1 1 1 2 1 1
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節 世 請 私 読 令

節 世 描 臥 読 A｢

坐 位 府 徳 入 坐
節 悼 請 臥 歳 ノゝ｢
身 育 港 智 出 身
C C B C A C

1 1 1 1 1C1 1

棉 義 片 偏 富 百

棉 暴 片 偏 富 冒
班 君 蛋 柿 氏 発
拍 暴 片 偏 富 冒
人 吏 峰 盛 商 中
A B C C C C
1 1 1 1 1 1

口
の
中
に
入
る
漢
字
に
は
､

｢
1
｣

｢
百
｣
の
よ
う
な
数
字
や

｢
撫
｣

｢
不
｣
な
ど
の
否
定
､
打
ち
消
し
を
表
す
も
の
､

｢
大
｣

｢
軽
｣

｢
多
｣
な
ど
程
度
を
表
す
も
の
な
ど
'
様
々
で
あ
る
が
'

い
ず
れ
も
平
易
な
漢
字
ば
か
り
で
あ
る
｡

l
番
使
用
度
が
高
い
も

の
は
'

一
番
画
数
の
少
な
い

｢
一
｣
で
'
二
十
語
に
も
使
用
さ
れ

て
い
る
0
こ
れ
は
､

｢
欧
米
回
覧
実
記
｣
に
､

｢
1
去

1
来
｣
の

1
例
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
'
他

の
啓
蒙
家
の
作
品
に
は
全
-
見
ら

れ
な
い
O
従

っ
て
､

｢
1
｣
の
多
使
用
は
'
福
沢
の
特
徴
の

l
つ

と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
｡

又
'
こ
の
表
現
の
中
に
は
'

故
に
政
治
の
良
否
を
評
す
る
に
は
､
其
国
民
の
達
し
得
た
る

文
明
の
度
を
剛
壁
し
て
こ
れ
を
決
定
す
可
し
｡
世
に
末
だ
重

■
■
■

文
室
明
の
国
あ
ら
ざ
れ
ば
､

(
B
第
三
革
)

昔
年
便
利
と
せ
し
所
の
も
の
も
今
日
に
至
り
て
は
既
に
不
便

■
●
■
■

利
な
り
｡
又
こ
れ
を
例
に
し
て
今
日
の
世
に
は
至
便
至
利
の

も
の
た
り
と
雌
ど
も

(
C
第
七
草
)

た
だ

1
命
を
さ

へ
粟

つ
れ
ば
よ
き
も
の
と
思

ふ
は
､
不
文
不

■明
の
世
の
常
な
れ
ど
も
､

い
ま
文
明
の
大
義
を
も

っ
て
こ
れ

を
諭
ず
れ
ば
､
こ
れ
ら
の
人
は
'
未
だ
命
の
捨
て
ど
こ
ろ
を

知
ら
ざ
る
者
と
言
ふ
ペ
し
｡

(
B
七
編
)

の
よ
う
に
'

｢
文
明
｣
や

｢
便
利
｣
と
い
う
二
軍
漢
語
の
間
に
､

｢
至
｣
や

｢
不
｣
を
挟
ん
で
四
字
激
語
を
作

っ
た
と
思
わ
れ
る
も

の
も
幾

つ
か
見
ら
れ
る
｡

(
ウ
)

二
字
百
四
宇
目
の
同
字
反
復

(
a
□
十
b
□
)

同
字
反
復
表
現
の
中
に
は
､

a
□
+
b
n
の
よ
う
に
､
二
宇
目

と
四
宇
目
が
同

一
の
漢
字
で
あ

る
も

の
も
見
ら
れ
る
が
､
□

a
+

□
b
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
｡
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＼ 異 延

A 6 12

(2.8) (3.9)

a 7 10

(1.8) (1.7)

C 14 15

(1.7) (1.1)

A 27 37

IC (1.9) (1.6)

D 5 6

lJ (I.0) (0.8)

K 7 7

Kが比
較
的
多
-
用
い
て
い
る
が
､
福
沢
の
作
品
間
で
は
､
A

｢
西
洋
事
情
｣
に
多
い
｡



州 香 司 文 族 心 国 窮 人 院 口

此 古 国 A｢ 革 以 山 自 貧 困 此 上 用
州 香 司 文 族 心 国 国 窮 窮 人 醍

彼 珍 荏 古 士 伝 沢 他 困 賞 罪 下 例州 番 司 文 族 心 国 国 窮 窮 人 院
A A C C C C C A B B C A

1 1 2 1 1 1 l l l l 1婦人下人良1 2柄院塞院A2真

演 秦 学 倍 負 税 党 車 参 □

氏 本 文 - 日 地 正 水 節 用
法 . 家 学 倍 負 税 覚 車 参

刺 刺 料 月 家 義 風 故 例法 秦 学 倍 食 秩 党 車 秦 院
C C B B C A C B C 柄

有
用
無
用

B
I

C
l

こ
れ
ら
は
､
す
べ
て
名
詞
の
並
列
か
ら
出
来
て
お
り
､

a
と
b

に
入
る
も
の
の
中
に
は
､

｢
今
文
古
文
｣

｢
自
国
他
国
｣

｢
有
形

無
形
｣
な
ど
の
よ
う
に
､

a
と
b
が
対
義
語
､
も
し
-
は
､
そ
れ

に
近
い
意
味
同
士
の
も
の
が
多
い
｡

他
氏
と
の
東
な
り
は
､
福
沢
が

｢
民
法
刑
法
｣
と
用
い
て
い
る

の
に
対
し
､
他
氏
が

｢
刑
法
民
法
｣
と
用
い
て
い
る
の
が
目
に
つ

い
た
他
に
は
見
あ
た
ら
な
か

っ
た
｡

こ
れ
ら
の
同
字
反
復
表
現
は
､
見
て
す
ぐ
に
意
味
が
わ
か
り
易

-
､
語
調
も
大
変
良
い
｡
又
､
同
じ
政
事
を
反
復
し
て
用
い
る
た

め
､
漢
字
の
数
も
制
限
で
き
る
｡

□

a
+
□
b
と
､

a
ロ
+
b
口
の
使
用
度
に
格
差
が
見
ら
れ
る

の
は
､
口

a
+
□
b

で
は
'
口
に

｢
1
｣

｢
無
｣

｢
不
｣
等
を
入

れ
る
こ
と

に
よ
り
､

a
､
b
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
て
も
四

字
淡
語
が
で
き
る
と

い
う
柔
軟
性
を
持

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
t

a
口
+
b
口
で
は
､

｢
今
文
古
文
｣

｢
文
学
科
学
｣

｢
本
家
別
家
｣

等
の

よ
う
に
､
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
を
表
し
た
名
詞
の
曲
列
と

い
う
よ
う
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
､
□

a
+
□
b
ほ
ど
造
語

力
が
強
く
な
-
､
応
用
が
効
か
ず
に
数
が
多
く

な
ら
な
い
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
｡

(
エ
)

使
用
度
の
高
い
複
合
語
基

福
沢
の
四
字
漢
語
に
は
､
世
界
各
国

･
世
界
第

一
･
世
界
普
通
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･
世
界
万
国
な
ど
の
よ
う
に
前
半
の
二
芋
漢
語
が
同
じ
も
の
が
数

多
く
見
ら
れ
る
｡

こ
こ
で
は
､
校
数
の
四
字
漢
語
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

前
半

の
1
1字
漢
語
を

｢
複
合
語
基
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る

(
宮
地

裕

｢
現
代
漢

語
の
語
基
に

つ
い

て
｣
<

｢
語
文
｣
三

l
号
所
収
>

に
よ
る
)
0

次

の
表
の
よ
う
に
､
福
沢

(
A
～
C
)
の
使
用
丑
は
､
他
氏

(

D
-
1
､

K
)
と
比

べ
て
か
な

り
多
い
(
(

)
内
は
%
を
示
す
)
0

な
お
､
複
合
語
基

の
例
語
は
､
用
例
数
三
以
上

の
語
を
挙
げ
た
｡

異 延

A 345 807

lC (24.1) (35.3)

DEJ 61 214(12.5) (28.0)

K 3 3

人 複Arコ

間 手玉rlーコ塞

1 2 敬

百 同 最 家 用事 権 大 内
C C B B

1 1 1 1 例
普 同 世 生
通 等 界 々
B B B B
1 2 9 2

雷 雲 lCl姦
C B 男 B
1 1 女 14

C B C

西 日 天 国 -

洋 本 下 内 大

9 10 1 0 1 0 1 0
列 挙 諸 各 全 人 国 国 大 一 国 - 衆 治 - 安 奨 事 劇 悪
国 術 家 国 国 民 内 申 乱 家 家 般 人 乱 股 穏̀ 革 業 場 事
A A C A B B B B C C B B C A A B A C C C

1 1 1 1 2 1 1 10 1 1 2 1 1 2 3 1 2 1 1 1

昭 が C C C C2 1 3 17 衆 第 旨A - 文 産 一明 物 故 事 欠 快件 点 事

騨 全 上 国 国 C A 後 A A A A C B

体 国 民 人 2 2 世 1 2 1 1 1 1

C C B B1 1 1 1満 干 f 蚕 葦 冒 有 練 -用 横 統 柴任災 緊病 難 要
C B 舌 C A 人 C B B
2 1 今 1 1 1 1 1 1

C C C B C
5 l l 2 1



無 世 人 上 悼 自

管 罪 氏 下 間 由

7 7 7 8 8 8

野 無 無 如 万 各 独 同 一 同 貴 - 朋 通 - 独 自 寛
蛮 勇 学 - 博 物 国 立 植 個 権 膿 般 友 常 般 立 主 大
C C C C C C T3 L3 B C A C B C A B C C
1 1 1 1 2 2L 1 1 1 1 1 1 1 2 1 6 1 1

触 知力 術 万 普 第国 通 - C C5 5 般 M ! 拍 手 宣 歪 芸
B C B R A 卑 柔 B C B 人 貿 B A
l l 2 1 1 屈 順 1 1 1 民 易 1 1

文 知音 徳 C C B4 1 1 C C C1 1 8 両 左 団居 右 有 会 f 冒 霊 宝
B B 人 懐 A A B C 全 C B
l l 氏 古 2 1 1 1 体 1 9
C C C C B C
l l 1 2 1 5

文 負 狗 響 AEコ - 進

明 族 立 徳 輿 国 過

6 6 6 6 6 6 7

猪 如 戟 - 市 如 事 雅 猪 王 文 全 経 方 策 如
国 何 政 人 民 何 業 備 州 国 明 体 済 r,向 散 何
B C C C C C B C A A B B B C C C
l l l l 2 8 2 1 3 1 1 2 1 2 1 1

進 異 名 執 不 市 進 俊 故 国 三 習悠 増 囲歩 同 家 権 帝 邑 歩 英 治 中 減 転
C C A C B C C C A A B C C A
4 1 l l l l l l 8 2 2 1 2 1

盛 開 武 舎 文 進 発 四 1CD胃 4C 畠 変 栄大 化 人 議 明 取 生 様 化 枯
B B A A C C C C 褐 A B C C
1 3 l l 2 1 1 2 立 2 1 l l

C C C A C
5 l l 1 6
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土 専 全 政 人 商 軽 野

地 刺 国 袷 坐 売 蛋 蛋

5 5 5 5 5 5 5 6

肥 山 門 独 入 超 廃 学 傾 活 緊 会 大 綬 半 時
沃 林 閥 裁 民 動 壊 術 惰 瀞 昌 社 小 急 開 黒
C A C C B C C C C B A B C C C C
1 2 l l 2 1 l l l l l l 4 1 1 3

分 人 抑 独 f TS 風 宗 天 最 全 取 長 足 不 粗配 民 圧 断 俗 門 葉 上 体 引 短 非 文 暴
A C B C 掬 C A A C C B C C C C C
1 3 3 1 立 2 2 1 l l l l 1 3 5 1

肥 叛 f I# 旨 璽冗 必 工 尊 無 草鏡 儒 莱 悪 法 昧
C C C B B B C C B

1 1 1 1 1 1C2 1 l lC1

一=コ 欺 徳 王 英 永 - 立

三五FlP 詐 蘭 塞 園 逮 種 君

4 4 4 4 4 4 4 5

容 宗 反 虚 愉 為 零 血 政 一 無 後 無 - 特 専
貌 旨 覆 言 快 事 落 統 府 統 窮 生 ,類 族 裁 判
B C C B B B C A A A C C ･A C C C
5 1 1 2 l l l l 2 1 l l l l 1 2

風 校 敢 衰 所 洪 撫 独 治
浴 狩 渇 廃 領 大 形 裁 国
C C C C A C B A C
3 1 3 1 1 1 1 3 1

文 柿 気 礼 人 級 C2 2C 震学 策 軽 倭 氏 妙

C B B C A C 撃 A
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衣 - 意 安 風 内 独 管 政

脂 身 見 莱 俗 外 裁 力 府

3 3 3 3 4 4 4 4 4

飲 近 過 取 言 両 戦 暴 君 発 議 専 一
負 秦 残 居 締 語 様 争 政 主 生 論 制 新
C a C C B A B C C C C C C B
3 7 1 _1 2 1 l l l l 3 1 l l

住 C2 高 国 人 習 多 政 工 請
居 逮 土 憤 慨 翠 臍 夫 藩
C C C B B C C A C
3 己 1 1 l l 1 1 1 1

請具 C1 百也 悼罪 C1 無 専 掃立 人●出
A 独 C C 辛A C IC 1EB

慕 宗 終 杜 董 自 白 建 哩 班 撃 敬

気 教 歳 中 大 主 国 国 嘩 則 柄 州

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

膨 機 壁 胞 集 至 自 以 戟 縄 技
張 関 散 宿 AE 洪 戟 種 莱 争 墨 '. 塵 般
A A C B B C A A A C C A C
1 11 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1

B 改 義 壁 至 白 C1 C1 令 繁 工 各
1 ′ 蕃 aAEtRy 玉
C C C B B B 他 政 C C A C
6 1 1 1 1 2 国 府 1 1 1 1

電 翠 馳 独 C3 C4 C1 C1 諾 約 商 請
信 校 区 立 漢 蘇 工 国
C C C B 萱 任 独 独 C B C C

3 1 1 1 戟C1 意A2 立C2 立C2 1 1 1 1
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万 負 地 普 響 大 政 棉 数 人 秤 身

国 欲 理 香 描 名 令 秤 千 類 仏 体

3 8 3 3 3 3 3 3 3 3 8 3

公 罪 山 演 進 華 商 独 年 以 梶 育
Aコ三 盟 海 読 歩 族 売 蕊 栄 上 AEコ 形
C C C B C B C 良 C C C C
1 2 1 1 1 1 2 1 2 2 1 1

公 不 産 請 道 士 商 栄 冒 坐 両 蘇
症 正 物 集 徳 族 汰 逮 年 〟 教 壮
B C C C B C C C B C C A
1 1 1 1 1 1 1 3 7 1 1 1

C 文 磨 節 分 育 法 無 C 鍾 両 虚

1 薗 史 聞 布 士 律 諺 5 涯 道 弱
舌 C B C B C C C 万 a C C

遊 氏 文 不 彼 皮

袷 庶 学 坐 戟 荏

3 3 3 3 3 3

噌 渇 技 科 財 同 熟
謂 政 術 学 者 '.梶 読

C C A B C C C
1 1 1 4 1 1 1

放 Aコ=く 冒 堕コ= 不 同 熟蕩 読 公 等 考
B C A C ら A
1 3 3 1 1 1

C A C 不倭 C 酒求1 ⊂コ読 8 1
憾 C B 平 A
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こ
の
複
合
語
基
は
､
二
字
漢
語
を

一
つ
の
単
位
と
し

て
'

そ
の

組
み
合
せ
を
変
え
る
こ
と

に
よ

っ
て
い
く
ら

で
も
四
字
漢
語
を

つ

-
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
強

い
造
語
力
を
持

っ
て
い
る
｡
最
も

多
-
の
二
字
漢
語
と
結
び
付
い
て
い
る
複
合
語
基

は

｢
人
間
｣
で
'

実
に
十
二
種
類
も
の
二
字
漢
語
と
結
び
付
い
て
四
字
漢
語
を
形
成

し
て
い
る
｡

こ
れ
ら

の
複
合
語
基

に
は
､
福
沢

に
と

っ
て
キ
ー
ワ

ー
ド
と
も
言
え
る
大
切
な
言
葉
が
見
ら
れ
る
｡

ま
た
'

こ
れ
ら
の
中

に
は
'

二

大
｣
と

い
う
複
合
語
基
が
､

悪
事

･
快
事

･
緊
要

･
劇
場

･
欠
点

･
災
難

等

の
二
字
漢
語

に
付
き
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
強
め

て
い
る
も

の
や
､



野
蛮
-
暗
黒

･
粗
暴

･
半
開

･
不
文

な
ど
の
よ
う
に
'

マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
持
つ
複
合
語
基
に
､
さ

ら

に

マ
イ
ナ
ス
の
意
味
の
二
字
漢
語
が
結
び
付
い
て
､

マ
イ
ナ
ス
の

意
味
を
強
め
て
い
る
も
の
が
幾

つ
か
見
ら
れ
る
｡
こ
れ
は
'
福
沢

が
､
四
字
漢
語
に
∧
強
鋼
の
効
果

∨
を
求
め
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
｡(

3
)

四
字
漢
語
に
関
連
す
る
用
法

｢
学
問
の
す

ゝ
め
｣
と

｢
文
明
論
之
概
略
｣
の
中
に
は
､
例
え

ば

'
既
に

1
身
を
順
め
又
よ
-

7
家
を
教
化
し

(
C
第
六
草
)

全
国
の
独
立
を
維
持
す
る
の

1
事
に
在
り

(
B
重
編
)

の
よ
う
に
'
四
字
漢
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
､
別

の

場
所
で

一
字
漢
語
や
二
字
漢
語
に
分
解
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
が
見
ら
れ
る
｡

こ
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
は
､
前
者

の
よ
う
な
対
句
的
な
も
の
が
､

｢
学
問

の
す

～
め
｣
で
は
異
な
り
で
十

一
例
､
延
べ
で
十
三
例
､

｢
文
明
論
之
概
略
｣
で
は
異
な
り
で
二
十

!
例
､
延
べ
で
三
十
六

例
見
ら
れ
る
｡
又
､
後
者
の
例

の
よ
う
に
'
間
に
助
詞
が
入
る
も

の
は
'

｢
学
問
の
す

ゝ
め
｣
で
は
異
な
り
八
例
､
延

べ
十

1
例
､

｢
文
明
論
之
概
略
｣
で
は
異
な
り
十
例
､
延
べ
十
九
例
見
ら
れ
る
｡

こ
の
中
に
は
､
二
字
漢
語
二

つ
に
分
か
れ
る
も
の
だ
け
で
な
-
'

例
え
ば
､

｢
貧
富
強
弱
｣
が
､

凡
そ
人
と
さ
え
名
あ
れ
ば
､
富
め
る
も
貧
し
さ
も
､
強
轟
も

弱
き
も

(

B
三
縄
)

の
よ
う
に
､
四
つ
の

!
字
湊
語
に
分
解
さ
れ
て
い
る
も
の
も
八
例

あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
､
分
解
さ
れ
た
形
は
､
多
く
の
場
合
四
字
漢
語
で

用
い
ら
れ
て
い
る
が
､
中
に
は
､

百
姓
は
米
を
作

っ
て
人
を
養
い
､
町
人
は
物
を
売
買
し
て
世

の
便
利
を
連
す
｡
こ
れ
即
ち
百
姓
町
人
の
商
売
な
り
｡

(
B
二
締
)

の
よ
う
に
､
同
じ
文

の
申
､
あ
る
い
は
そ
の
前
後
の
文
の
中
で
両

方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
か
な
り
見
ら
れ
る
｡
こ
れ
を
見
て
い

く
と
'
福
沢
は
､
四
字
漢
語
を

1
字
､
二
字
咲
誇
に
分
解
し
て
使

用
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
､

1
字
､
二
字
漢
語
を
結
合
さ
せ
て

四
字
漢
語
を
作

っ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
｡こ

の
よ
う
な
'

一
字
及
び
二
字
漢
語
の
結
合
は
､
漢
字
の
数
を

増
や
さ
ず
に
､
四
字
浜
譜
を
沢
山
作
り
出
す
こ
と
が
で
さ
る
と
い

う
利
点
を
持

っ
て
い
る
｡

第
三
節

む
す
ぴ

｢
文
字
之
教
｣
の
嫡
書

に
お
い
て
'
漢
字
節
限
論
を
唱
え
た
福

沢
諭
吉
は
､
彼
の
代
表
作
で
あ
る
､

｢
西
洋
事
情
｣

｢
学
問
の
す

～
め
｣

｢
文
明
論
之
概
略
｣
の
四
字
瀧
語
に
お
い
て
､
そ
れ
を
自

ら
実
践
し
て
い
る
｡

漢
字
を
制
限
す
る
に
は
､
四
字
漢
語
等
を
用
い
な
い
の
が
手

っ
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と
り
早
い
方
法
だ
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
が
､
漢
語
が
氾
濫
し
､

四
字
漢
語
が
流
行
し
て
い
た
明
治
初
期
に
お
い
て
'
福
沢
は
､
四

字
漢
語
の
持

つ
様
々
な
表
現
価
値

(
見
た
目
の
わ
か
り
易
さ

･
口

調
の
良
さ

･
造
語
力
の
強
さ

･
含
蓄
の
豊
か
さ

･
簡
潔
さ

･
強
調

の
働
き

･
イ
ン
バ
ク
ー
の
裁
き
等
)
を
重
視
し
､
そ
れ
ら
を
生
か

し
て
､
難
字
を
除
き
'
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
た
四
字
漢
語
を
'
回

数
を
重
ね
て
使
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡

福
沢
の
四
字
漢
語
の
中
に
は
､
前
後
入
れ
替
え
､
□

a
+
口
b
､

a
口
+
b
口
の
よ
う
な
同
字
反
復
表
現
等
の
工
夫
が
見

ら
れ
る
他
､

f
字

､
二
字
漢
語
を
結
合
さ
せ
て
四
字
漢
語
を
作
り
出
し
て
い
る

も
の
も
見
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
表
現
の
中
に
は
､
難
し
い
漢
字
を

用
い
ず
に
､
で
き
る
限
り
漢
字
の
種
類
を
制
限
す
る
と
い
う
基
本

姿
勢
が
､

t
質
し
て
そ
の
根
底

に
あ
り
､
読
み
易
-
､
誰
に
で
も

理
解
で
き
る
よ
う
な
､
わ
か
り
易
い
文
章
に
す
る
た
め
に
､

見
た
目
の
わ
か
り
易
さ

(
同
字
反
復
)

口
調
の
良
さ

(
同
字
反
復
)

造
語
力
の
強
さ

(
複
合
語
基
､
□

a
+
□
b
)

強
調
の
効
果

(
複
合
語
基
)

イ
ン
バ
ク
ー
の
強
さ

(
四
字
漢
語
全
般
)

等
の
特
長
を
生
か
し
､
四
字
漢
語
を
愛
用
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
｡

【
注
】

(

Ⅰ
型
)

(○
+
○
)
+

(○
+
○
)

上
院
議
員

･
外
国
映
画
･
時
限
爆
弾

･
予
備
選
挙

景
気
回
復

･
有
料
道
路

･
公
式
訪
問

･
産
炭
地
域

密
輸
基
地

･
主
演
女
優

･
婚
約
解
消

･
応
接
演
説

(罪
-
壁
)

①
類

(

(

〇
十
〇
)
十

〇
}
十
〇

便

局
長
･
自
家

用
車

{〇
十
-

(
〇

十
〇
)
)

+
○

退
去

罪

･
郡
知事

選

②
類

〇
十

八
(〇

十
〇
)
十
〇
}

建
築
費

･両
飛
行

士

〇
十

{○
+

(
○
+
○
)

)

遠

距
離
･権

大
僧
正

③
類

(〇
･
〇
)
+

(○
+
○

)

中
学
校

･

正
副
議
長

(
(〇

･
〇
)
+
○
}
十

〇

産
院
名
･各

小
学
校

(〇
十
〇
)
十

(〇

･
〇
)

文
房
具
店

･
郵

有
資
格
者

･
不

新
予
算
案

･
総

前
副
首
相

･
超

中
長
距
離

･
小

農
畜
産
品

･
病

巡
視
船
艇
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④
類

(○
+

〇
十
〇

+
○
)

都
道
府
県

･
市
区
町

村
･
甲
乙
丙
丁

な
お
'
本
稿
に
お
い
て
は
､
野
村
氏
に
従
い
､

｢
戟
千

万
年
｣
等
の
数
詞
を
含
む
語
を
除
い
た
｡
ま
た
'

｢
不
可

思
議
｣

｢
傍
若
無
人
｣
は
氏
の
分
類
に
該
当
し
な
い
｡

(
さ
か
い

じ
ゅ
ん
こ

長
野
市

昭
和
小
学
校
教
諭
)


